
2MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS

70年目の夏を迎えて
～語り継ぐべき平和への思い～

空
襲
を
受
け
た
都
城
市

特
攻
機
の
配
置
と
出
撃

戦
時
中
の
主
な
出
来
事

戦
時
中
の
市
民
の
暮
ら
し

　

戦
時
中
、
都
城
に
は
陸
軍
連
隊
が
置

か
れ
、
市
内
に
３
カ
所
の
飛
行
場
と
民

間
の
航
空
機
工
場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

空
襲
の
標
的
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
３
月
18
日
か
ら
、
８
月
６

日
ま
で
に
20
回
余
り
の
爆
撃
を
受
け
た

本
市
。８
月
６
日
の
大
空
襲
で
は
、市
内

の
中
心
部
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
明

道
小
学
校
を
は
じ
め
、
１
、８
９
７
戸

の
商
店
や
民
家
が
焼
失
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
空
襲
に
よ
り
１
万
７
、２
８
４

人
が
被
災
し
、
43
人
が
負
傷
、
１
０
１

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

戦
況
が
厳
し
く
な
っ
た
昭
和
20
年
、

都
城
に
四
式
戦
闘
機
「
疾は

や
て風

」
を
備
え

た
特
別
攻
撃
隊
と
、
第
１
０
０
飛
行
団

が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
城
西
飛
行
場
か
ら
沖
縄
周
辺
に
向

け
４
月
６
日
、
第
一
特
別
振
武
隊
８
人

が
出
撃
。
７
月
１
日
ま
で
に
、
都
城

西
・
東
両
飛
行
場
か
ら
延
べ
17
回
に
及

ぶ
出
撃
を
実
施
し
、
多
く
の
特
攻
隊
員

と
掩え

ん

護ご

機
隊
員
が
戦
場
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。
隊
員
の
ほ
と
ん
ど
は
20
歳
以
下

で
、
日
本
の
勝
利
と
家
族
の
無
事
を
信

じ
、
南
海
に
散
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
52
年
、
遺
族
の
協
力
の
下
、
都

島
公
園
（
旧
陸
軍
墓
地
）
に
慰
霊
碑
を

建
立
し
、
以
降
、
第
一
陣
が
出
撃
し
た

4
月
６
日
に
、
慰
霊
祭
が
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
19
年
７
月
４
日
に
初
め
て
警
戒

警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
、
10
月
11
日
に

は
空
襲
警
報
も
発
令
。
市
民
の
暮
ら
し

は
日
増
し
に
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
き
ま

し
た
。
空
襲
に
備
え
て
、
家
の
庭
に
は

防
空
壕ご

う

が
掘
ら
れ
、
駅
な
ど
の
施
設
の

近
く
に
あ
る
家
な
ど
は
、
延
焼
を
防
ぐ

た
め
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
男
性
が
戦
場
に
送
ら
れ
た
た

め
労
働
力
が
著
し
く
不
足
。
女
性
や
学

生
ま
で
も
が
工
場
で
労
働
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
料
な
ど
の
物
資
が
不
足
し

た
た
め
配
給
制
と
な
り
、
学
校
の
運
動

場
や
公
園
な
ど
は
全
て
畑
と
し
て
使
わ

れ
ま
し
た
。

多くの尊い命が犠牲になった太平洋戦争の終結から、今年で70年の節目を迎
えます。平和で豊かな生活を送る私たちは、戦時中の都城で起こった出来事の
重さをしっかりと受け止め、その恐ろしさや悲惨さ、苦しみ、悲しみの記憶を
未来へ語り継いでいかなければなりません。この節目の年に、今一度、平和に
ついて考えてみませんか。 ◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3174

昭和20年８月８日の日向日日新聞の記事

奉仕活動を行う市民

※
参
考
文
献
：
都
城
市
史

年
代

国
内
の

出
来
事

都
城
市
内
の

出
来
事

昭
和
16
年

（
１
９
４
１
）

昭
和
19
年

（
１
９
４
４
）

昭
和
20
年

（
１
９
４
５
）

太
平
洋
戦
争

始
ま
る

米
軍
が
沖
縄

に
上
陸

広
島
、
長
崎

に
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ

るポ
ツ
ダ
ム

宣
言
受
諾

川
崎
航
空
機

工
場
が
郡
元

に
創
設

都
城
か
ら
特

攻
機
が
出
撃

（
４
月
）

甲
斐
元
町
上

下
部
橋
付
近

に
爆
弾
が
投

下
さ
れ
る

（
５
月
）

大
空
襲
で
、

１
、８
９
７
戸

が
焼
失

（
８
月
）



歴
史
に
学
び
、
平
和
へ
の
誓
い
新
た
に

次
世
代
に
語
り
継
ぐ
平
和
へ
の
願
い
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近
代
戦
争
と
都
城

－
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
－

戦
没
者
・
空
襲
犠
牲
者

合
同
追
悼
式

戦
後
70
年
企
画
展

　

人
々
が
戦
争
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
、
ど
ん
な
思
い
で
生
き
抜
い
た
か
を

紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

問　

文
化
財
課　

☎
23

－

９
５
４
７

●
会
期　
７
月
23
日
㈭
～
11
月
29
日
㈰

●
場
所　
都
城
歴
史
資
料
館（
都
島
町
）

●
観
覧
料　
大
人
２
１
０
円
（
１
６
０

円
）　

高
校
生
以
下
無
料

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

●
展
示
内
容　

・
日
清
・
日
露
戦
争
の
時
代

・
軍
都
都
城
の
誕
生

・
帝
国
日
本
の
拡
大

・
大
陸
へ
渡
っ
た
人
々

・
昭
和
10
年
の
陸
軍
特
別
大
演
習

・
広
が
る
日
本
と
中
国
の
戦
争

・
太
平
洋
戦
争

・
出
征
し
た
人
々

・
戦
争
と
暮
ら
し

・
戦
時
下
の
学
校

・
都
城
の
飛
行
場

・
特
攻
機
の
出
撃

・
都
城
へ
の
空
襲

・
終
戦

　

市
で
は
戦
争
で
命
を
落
と
し
た
人
た

ち
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
す
る
合
同
追
悼
式

を
、
都
城
大
空
襲
の
あ
っ
た
８
月
６
日

に
開
催
し
ま
す
。
式
典
で
は
、
遺
族
や

関
係
者
、
市
民
の
参
列
の
も
と
、
市
内

の
小
学
生
に
よ
る
平
和
学
習
の
発
表
な

ど
を
行
い
ま
す
。

問　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

●
日
時　
８
月
６
日
㈭　

10
時
開
式

●
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　

都
城
で
空
襲
の
あ
っ
た
昭
和
20
年
、

私
は
小
学
４
年
生
で
し
た
。
５
月
に
は

千
町
の
家
の
近
く
に
あ
っ
た
川
崎
航
空

機
工
場
の
寮
が
爆
撃
さ
れ
、
学
徒
動
員

さ
れ
て
い
た
小
林
中
学
校
の
生
徒
ら

が
、病
院
に
担
ぎ
込
ま
れ
る
姿
を
見
て
、

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。

　

都
城
大
空
襲
の
あ
っ
た
８
月
６
日

は
、
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え

て
間
も
な
く
、
米
軍
機
が
来
襲
。
自
宅

の
防
空
壕
に
逃
げ
込
む
余
裕
さ
え
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
家
の
中
か
ら
恐
る
恐

る
外
を
見
る
と
、
操
縦
士
の
顔
が
見
え

る
ぐ
ら
い
の
低
空
飛
行
で
上
空
を
飛
ん

で
い
ま
し
た
。
私
の
家
の
周
り
は
無
事

で
し
た
が
、
天
神
町
に
住
ん
で
い
た
姉

の
家
族
が
爆
撃
の
被
害
に
遭
い
、
親
子

３
人
が
焼
死
し
ま
し
た
。
終
戦
後
に
復

員
し
た
姉
の
夫
が
３
人
の
位
牌
を
前
に

し
た
時
の
悲
愴
な
姿
は
、
今
で
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

遺
族
会
で
は
、
空
襲
で
亡
く
な
っ
た

人
た
ち
を
悼
み
、
平
成
11
年
、
神
柱
公

園
内
に
追
悼
碑
を
建
立
。
毎
年
８
月
５

日
に
追
悼
式
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
悲
惨
な
戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘

れ
な
い
よ
う
語
り
継
ぐ
た
め
、
市
内
の

小
学
校
を
回
り
、
子
ど
も
た
ち
に
戦
争

体
験
を
話
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
も
空
襲
が
あ
っ
た
事
実
に
驚
き
、
熱

心
に
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
、

多
く
の
人
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
、
二
度
と
戦
争
が
起
こ
る
こ
と

が
な
い
平
和
な
世
の
中
が
続
く
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

特攻隊員の遺書

※�式典は誰でも参加できます。また、
市内各地の遺族会や奉賛会でも、戦
没者慰霊祭を開催します

勤労奉仕に動員された女性

特攻隊員の出撃

千羽鶴を献納する児童ら

さん

都城空襲犠牲者遺族会　代表

地
じ

頭
と う

所
し ょ

 栄
え い

八
は ち
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次世代を担う子どもたち
輝きを増した「３つの宝」

「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
」

を
輝
か
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
基
礎
学
力
と
人
間
力

の
向
上
に
加
え
て
、
英
語
教
育
の
充
実

な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

基
礎
学
力
と
人
間
力
の
向
上
対
策
と

し
て
、
小
学
校
に
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
を
増
員
。
児
童
の
読
書
環
境
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。
語
学
力
の
向
上
で

は
、
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を

増
員
。
豊
か
な
国
際
感
覚
を
身
に
付
け

る
機
会
を
増
や
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
校
舎
な
ど
の
耐

震
化
工
事
の
年
次
的
な
実
施
と
併
せ
て
、

た
く
ま
し
い
体
と
豊
か
な
心
を
育
む
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
の
施
設
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
加
え
て
、
市
内
全
て
の
小
中
学

校
に
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
組
織
。

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
郷
土
愛
に
あ
ふ
れ
た
子
ど

も
を
育
て
る
た
め
、
地
域
の
祭
り
や
行

事
へ
の
参
加
を
促
す
郷
土
教
育
を
進
め

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
第
３
日
曜
日

を
「
家
庭
の
日
」
と
し
て
、
家
族
の
絆

を
深
め
る
機
会
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
、

人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
育
成

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

て
い
ま
す
。

子どもたちの人材育成＝地域発展の礎
いしずえ

第３の宝〜次世代を担う子どもたち 都城が持つ「３つの宝」を輝かせる

○学習面でのさらなる充実
○スポーツ・文化活動や郷土教育・地域教育
　などを通しての「人間力育成」

都城島津邸で開催される郷
ご

中
じゅう

教育

人財創出都市

都城の
「地の利」

次世代を
担う

子どもたち

Th
ree
 tre
asures of Miyakonojo宝

Ⅲ

市では、本市の持つ「３つの宝」を輝かせる取り組みを進めてきました。これまで３カ
月連続の特集として、１つ目の宝、基幹産業である農林畜産業と、２つ目の宝、都城の「地
の利」を輝かせる取り組みを紹介。最終回となる今回は、３つ目の宝、次世代を担う
子どもたちを輝かせる取り組みと、その他の特に成果のあった事業を紹介します。

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3１７４

基幹産業
である

農林畜産業
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輝きを増した「３つの宝」
次世代を担う子どもたち

小
中
学
生
の
学
習
環
境
の
充
実

ふ
る
さ
と
納
税
と
ス
ポ
ー
ツ
文
化
合
宿
が
急
増

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
英
語
圏
の
国
々
か
ら
日
本
に
招
致
さ
れ

た
外
国
籍
の
人
や
英
語
に
堪
能
な
人
で
、
日
本
人
教
師

を
補
佐
し
、「
生
き
た
英
語
」
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

ま
す
。
市
で
は
、
平
成
24
年
度
、
７
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
在

籍
し
て
い
ま
し
た
が
、
来
年
度
は
平
成
24
年
度
と
比
較

し
て
倍
増
。
語
学
指
導
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
語

学
力
と
豊
か
な
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
た
め
の
環
境

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
小
中
学
校
の
校
舎
な
ど
の
耐
震
補

強
工
事
を
年
次
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
24
年
度

末
現
在
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
率
は
約
86
㌫
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
整
備
計
画
を
前
倒
し
。
本

年
度
末
ま
で
に
、
全
て
の
小
中
学
校
の
校
舎
な
ど
の
耐

震
化
工
事
が
完
了
す
る
見
込
み
で
、児
童
生
徒
の
安
心
・

安
全
な
教
育
環
境
が
実
現
し
ま
す
。

　

市
で
は
昨
年
度
よ
り
、
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
事
業

を
強
力
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
10
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
「
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
は
、
よ
り
多

く
の
人
に
本
市
を
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
、
寄
付
し
て

頂
い
た
人
に
贈
る
お
礼
の
特
産
品
を
、
本
市
自
慢
の
肉

と
焼
酎
中
心
の
品
ぞ
ろ
え
と
し
た
と
こ
ろ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
で
人
気
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
昨
年
度
の
寄
付
額
が
全
国
９

位
と
な
り
、
さ
ら
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
寄
付
総
額

は
、
７
月
22
日
時
点
で
約
13
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
外
の
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
文
化
団
体
の
合
宿

を
誘
致
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
団
体
へ
の
助
成
制
度

拡
充
と
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
実
施
。
こ
の
結
果
、
誘

致
し
た
団
体
と
参
加
者
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
そ
れ

ぞ
れ
２
・５
倍
と
な
り
、
多
く
の
人
に
本
市
を
訪
れ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

Th

ree
 tre
asures of Miyakonojo宝

Ⅲ

◎人間力あふれる子どもたちの育成
ALTによる語学指導事業　4,154万円
・ALT（外国語指導助手）の語学指導を通して語学力向上・豊かな国際感覚
 を醸成！
・平成28年度までにALTを倍増（予定）！

人数 7人 9人 11人 13人 14人
24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

小中学校施設の耐震補強事業　4億3,588万円
・耐震補強による安心・安全な教育環境整備を推進！
・平成27年度までに耐震化率100％を達成（予定）！

人数 86.1％ 94.6％ 97.8％ 100％
24年度 25年度 26年度 27年度

◎ふるさと納税 寄付金額の急増！

4 億円

8億円

12億円

約500万円

合計約13億円

H20年～25年の平均 H26年10月～27年7月
0

ふるさと納税寄付金額
ふるさとチョイスランキング

・お気に入り自治体
　全国１位（4ヵ月連続）
・閲覧した回数➡　
　全国１位（3ヵ月連続）

※平成27年6月末現在

260倍!

殿堂入り

◎スポーツ・文化合宿の誘致
合宿団体数・参加者数ともに急増！

20

40

H23

（延べ団体数） （参加者数：人）

H24
延べ団体数 参加者数

過去３年間のスポーツ・文化合宿の実績

21団体19団体

H25

754人 790人

1,674 人

H26
0

600

60 1,800

0

19団体

48団体48団体661人

団体数、参加者数
ともに2.5倍 1,200

結
び
に
〜
輝
き
を
増
す「
３
つ
の
宝
」〜

　

こ
れ
ま
で
３
回
に
わ
た
り
、
本
市
が
持
つ
「
３

つ
の
宝
」
を
輝
か
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
と
、
特

に
成
果
の
あ
っ
た
取
り
組
み
を
特
集
し
ま
し
た
。

市
で
は
、今
後
も
明
る
い
未
来
へ
と
導
く
こ
れ
ら
「
３

つ
の
宝
」を
輝
か
せ
る
取
り
組
み
な
ど
を
通
し
て
、

市
民
一
人
一
人
が
輝
く
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
＝

ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

市
の
介
護
保
険
の
現
状

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

健
康
寿
命
と
は

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
平

成
25
年
度
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、

男
性
80
・
21
歳
、女
性
86
・
61
歳
で
世
界

で
も
上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
平
均
寿
命
が
長
く
て
も
、
健
康
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
意
味
が

っ
た
り
し
て
、
地
域
の
和
が
育
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ

て
以
来
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数

の
増
加
と
と
も
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要

す
る
費
用
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
を
期
間
と

す
る
第
６
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
で

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
が

前
の
計
画
よ
り
も
約
46
億
円
多
い
約

５
０
２
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
が
増
え
る

と
、
65
歳
以
上
の
人
が
負
担
す
る
介
護

保
険
料
が
増
え
ま
す
。

　

今
後
、
介
護
予
防
を
積
極
的
に
進
め
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
津
山
市
で
始
ま
っ
た
「
め
ざ

せ
！　

こ
け
な
い
か
ら
だ
講
座
」
は
、

手
足
に
調
整
可
能
な
１
０
０
㌘
単
位
の

重
り
を
付
け
、
童
謡
な
ど
を
歌
い
な
が

ら
基
本
的
な
動
作
を
ゆ
っ
く
り
と
繰
り

返
す
体
操
。
週
１
回
程
度
、
高
齢
者
の

足
腰
や
肩
の
筋
肉
を
し
っ
か
り
と
鍛
え

る
こ
と
で
、転
倒
し
な
い
（
＝
こ
け
な
い
）

で
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
10
月
に
津
山
市
の
作

業
療
法
士
安や

す

本も
と

勝
博
さ
ん
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
。
そ
の
内
容
を
生
か
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
け
な
い
か

ら
だ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
生
活
を
健

康
に
送
る
こ
と

が
で
き
る
「
健

康
寿
命
」
は
、

男
性
71
・
19

歳
、
女
性
74 

・
21
歳
と
な
っ

て
い
て
、
男
女

と
も
平
均
寿
命

と
比
べ
る
と
10

歳
近
く
の
開
き

が
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、
健
康
寿
命
と
い
う
考
え
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
平
均
寿
命

か
ら
健
康
寿
命
ま
で
の
差
が
、
介
護
や

看
護
を
受
け
た
り
、
寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
し
て
生
活
す
る
期
間
に
な
り
ま
す
。

こ
の
差
を
少
し
で
も
短
く
す
る
こ
と
で
、

健
康
で
生
活
で
き
る
期
間
が
長
く
な
り

ま
す
。

　

国
の
調
査
で
は
、
国
民
一
人
一
人
の

健
康
意
識
が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
て
、

健
康
寿
命
は
少
し
ず
つ
伸
び
て
い
ま
す
。

皆さんが住み慣れた地域で、健康で生き生きとした生活を送り続けるためには何が必要でしょうか。市
では、介護予防教室「こけないからだづくり講座」を推進しています。健康な体を作るだけではなく、
参加者同士で交流を深めることで地域のつながりづくりにも役立つ介護予防教室。皆さんも地域で開か
れている同講座に参加してみませんか。 ◎問い合わせ　介護保険課　☎23－3184

自分が元気！　家族が元気！　地域が元気！

みんなでこけないからだづくり

男性

平均寿命と健康寿命
80.21歳

平均寿命
健康寿命

86.61歳
71.19歳 9.02歳

74.21歳 12.4歳
女性
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市
の
取
り
組
み

地
域
の
皆
さ
ん
で

体
操
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

効
果
と
影
響

　

市
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
、
公
民
館

ご
と
に
市
の
介
護
保
険
の
現
状
や
、
病

気
や
け
が
予
防
の
必
要
性
な
ど
の
説
明

会
を
開
催
。
そ
の
中
で
、「
こ
け
な
い

か
ら
だ
づ
く
り
講
座
」
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
講
座
を
開
催
す
る
公

民
館
で
は
、
参
加
者
に
目
標
を
設
定
し

て
も
ら
い
、
初
め
の
４
回
は
、
担
当
職

員
が
こ
け
な
い
体
操
な
ど
を
指
導
。
そ

の
後
、
講
習
を
受
け
た
協
力
員
（
サ
ポ

　

現
在
、
市
内
の
46
自
治
公
民
館
で

「
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

週
に
１
度
、
約
40
分
程
度
の
体
操
と

地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と

で
、
体
力
向
上
と
併
せ
て
、
心
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
開
催

は
、
公
民
館
ご
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

講
座
を
開
催
し
た
い
場
合
は
各
地
区
の

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
で
は
、
体
操
に
使
う
１
０ 

０
㌘
か
ら
１
㌔
㌘
ま
で
の
調
整
可
能
な

重
り
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
な
場
合
は
介
護
保
険
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

講
座
の
開
始
か
ら
、
定
期
的
に
体
力

テ
ス
ト
を
実
施
。
参
加
者
か
ら
は
「
歩

く
の
が
楽
し
く
な
っ
た
」、「
介
護
認
定

の
等
級
が
軽
度
に
な
っ
た
」
な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
、
体
力
面
な
ど
の
改
善

が
少
し
ず
つ
現
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
力
づ
く
り
だ
け
が
目
的
で

は
な
い
こ
の
講
座
。
集
ま
る
こ
と
で
、

会
話
が
弾
ん
だ
り
新
た
な
出
会
い
が
あ

っ
た
り
し
て
、
地
域
の
和
が
育
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら

は
「
昔
の
よ
う

に
地
域
で
声
を

掛
け
合
う
よ
う

に
な
っ
た
」、

「
会
話
を
通
し

て
、
趣
味
の
輪

も
広
が
っ
た
」

な
ど
の
意
見
も

聞
か
れ
、
地
域

の
つ
な
が
り
が

強
く
な
っ
て
い

ま
す
。

ー
タ
ー
）
と
参

加
者
が
、
自
主

的
に
取
り
組
み

ま
す
。そ
の
他
、

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、 

体
操
や
重
り
の

装
着
を
手
伝
い
、 

参
加
者
の
健
康

づ
く
り
を
補
助

し
ま
す
。

気力が湧いてきます。
　講座では、懐かしい童謡を歌いながら体操
をするので、お腹から声を出します。前より
声が出るようになったので、詩吟教室にも通
い始め、趣味の幅も広くなりました。また、
講座に参加することで、地域の皆さんと会話
ができ、友だちも増えました。健康づくりに
加えて、昔のような地域の絆が戻ったことも
うれしいです。これも、サポーターの皆さん
の力添えがあるからだと思っています。

　50年以上リウマチで
苦しみ、少しでも体力
づくりに役立つのでは
ないかと思って、この
講座に参加しました。
通いだして７カ月がた
ちますが、少しずつ体
力が付いてきました。
友人からも歩く姿が変
わってきたねと言われ、

こけないからだづくり体操のキーワード「体力づくりと地域の絆」

山之口町街区２地域サポーター

有川 俊一郎さん

チャンスだと思いこの講座を始めました。
　現在、６人のサポーターに手伝ってもらい
ながら、血圧を計り、約40分程度の体操をし
た後、みんなでお茶を飲みながら会話を楽し
んでいます。週に１回の講座ですが、参加者
の多くが血圧の数値が良くなったり、運動機
能が改善されたりして、回を重ねるごとに元
気になっています。講座を通して、健康づく
りだけではなく、地域のコミュニティを強く
することもできました。

　一人暮らしの高齢者
が増え、地域の交流も
希薄になったと感じ、
地域の人たちが集える
場を作りたいと考えて
いました。昨年、市が
開催した「こけないか
らだづくり」の講演会
に参加し、地域の高齢
者が集うことができる

インタビュー

下川東三丁目

津曲 清子さん


